
ア
ラ

噌
烈
に
千
石
に
主
っ
た
。
大
坂
の
役
に
御
小
持
議
出
川

一

ア
ラ
シ

鼠

能
尖
消
極
持
郷
に
幽
す
る
部
世
間
。

を
勤
め
二
一
ノ
丸
で
尚
一
つ
を
得
た

om文
五
年即日。

一

ア
ラ
シ
コ

荒
子

』
コ
モ
ノ

小
者。

ア
ラ
ヲ
ラ
ダ
ケ

荒
倉
岳

能
楽
部
紋
の
部
訴
の

一

ア
ラ
章

一荒
田

邸
主
州
州
市
d

湖町川
内
の
小
手。

東
北
に
近
い
山
。
刊
さ
入
=
二
米
。
山
惚
第
三
紀
凶
。

一

ア
ラ
章
二

一荒谷

江
泊
梢
奥
山
方
に
臨
す
る
邸

ア
ラ
コ
シ
ユ
ウ

荒
子
衆

前
川
利
家
の
尾
川
町
説

一
稿
。
笈
恕
紀
闘
に
、
こ
の
村
に
岩
の
悩
阪
か
ら
蛇
の

子
械
を
領
し
た
頃
、
そ
の
従
院
に
山
森
伊
織
・
奥
村

一
出
る
加
が
あ
り
、
岡
村
の
奥

に
梅
雨
の
比
宕
の
悦

治
右
衛
門
・
青
山
係
兵
衛

妨
附
四
郎
左
衛
門
・
三
輪

一
阪
に
蛇
の
出
る
こ
と
、
四
十
九
院
の
つ
ゆ
蛇
に
同
じ

作
磁
・山
森
久
次
ぺ
後
改
恒
川
氏
Y
金
岩
典
次
が
あ
っ

一
い
防
が
あ
る
と
あ
る
o
x
t
z
根
芯
に
は
、
江
沼
郡
荒

て
、
後
に
之
を
荒
子
七
人
旅
と
い
ひ
、
又
村
弁
又
兵

一
谷
か
ら
自
然
倒
酬
が
出
る
と
記
さ
れ
て
ゐ
る
。

街
・原
凶
又
右
衛
門
・久
間
孫
右
衛
門
・篠
附
孫
助
・富

一

ア
ラ
h
F
Z

荒

谷

能

実
郷
山
内
庄
に
邸
す
る
部

閉
県
六
郎
河
原
兵
郎
奥
村
孫
助・
奥
村
側
左
衛
門

一
孫
。
明
治
巾
に
妄
り
東
荒
谷
と
改
め
た
。

牢
刷
宇
兵
衛
野
附
机
左
衛
門
・
附
木
助
止
ハ
術

-m品
一

ア
ラ
h
F
ニ

荒

谷

能

楽
細
川端
知
郷
に
臨
す
る
部

茂
助
・締
爪
縫
殿
助
・
小
原
仁
左
衛
門

千
秋
街
助
が

一
獄
。
明
治
中
に
宝
。
凶
荒
谷
と
改
め
た
。

あ
っ
て
、
こ
れ
も
伎
に
荒
子
服
部
と
い
は
れ
る
。
料
品
時
利

一

ア
ラ
女
ニ

荒
谷

能
尖
郷
白
山
下
に
邸
す
る
部

家
の
知
行
二
千
凶
百
五
十
院
で
、
利
家
夜
話
に
、『
則

一
昨柄。

m泌
入
門
利
久
)
山
間
二
千
口
の
御
家
、
今
税
は
一
泊
千
石

一

ア
-
7
主
エ
イ
シ

一荒谷
石

江
沼
榔
荒
谷
よ
り
在

的
の
御
知
行
之
市
問
、
大
納
言
被
仰
。
』

と
あ
る
に
よ

一
し
、
分
僻
し
た
石
英
粗
削
岩
の
岩
阪
を
な
す
も
の
で

つ
て
開
削
す
れ
ば
、
六
千
討
協
に
治
る
か
ら
、
二
十
人

一
あ
る
。

九
谷
焼
の
岡
山
料
に
供
せ
ら
れ
る
。

の
従
士
も
向
多
き
に
地
ぎ
た
併
で
あ
ら
う
。

一

ア
ラ
hm
メ
ガ
hm
ア
シ
ガ
ル

改
方
足
軽

盗

賊

改

ア
ラ
コ
ジ
ヨ
ウ

一荒
子
城

尾
張
緩
知
加
に
在
つ

一
方
奉
行
の
配
ド
で
、
日
々
市
中
を
巡
り
、
非
越
を
綴

て
、
前
倒
利
春
の
築
〈
腕
。
子
利
久
・利
家
制
織
い
で

一
一両日し
、
犯
出
掛
省
を
法
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

之
を
領
し
た
。
尾
根
古
城
記
に
綴
れ
ば
、
仰
の
内
東

一

ア
ラ
フ
ゴ

新

巻

一

加
。
金
川
仰
の
側
人
大
治
の

回
=
一十
八
問
、
南
北
ニ
イ
八
閥
、
四
万
一
一
駅
制
と
紀
一
心
者
。
序
文
に
、
と
ら
の
正
且
伯
介
と
あ
る
が
、
文
政

さ
れ
て
底
る
。

一
元
年
で
あ
ら
う
。
辿
勾
と
護
勾
を
集
め
た
も
の
に
溢

ア
ラ
ゴ
ゼ
ン
シ
ヤ

荒
御
前
社

荒
御
前
枇
は
白

一
ぎ
ぬ
が
、
足
臼
の
事
は
、
草
木
の
な
が
め
は
、
烏
む

山
比
咋
耐
此
の
邸
内
に
あ
っ
た
別
枇
で
、
白
山
紀
の

一
し
の
な
さ
け
は
、
と
り
ま
ぜ
て
お
も
へ
ば
、
の
四
極

白
山
本
宮
の
僚
に、
『
本
地
ピ
サ
門
、
荒
御
前
』
と
見

一
に
勾
を
分
開
削
し
て
ゐ
る
の
が
そ
の
趣
向
で
あ
る
o
京

え
る
o
こ
の
祉
の
紳
級
は
、
大
永
七
年
の
託
宣
犯
に
、
一
到
底
平
兵
衛
板
。

『琉
御
前
、
建
部
大
夫
却
初
，人
敗
。
不
ν
知
一-出
川
二

ア
-
7
7
チ

一荒町

金
剛
仰
の
町
名
。
音
阿
川
口
に

不
ν
知
a
四
時
釘
之
終
d

』
と
あ
っ
て
、
白
山
比
時
制
祉
の

一
も
涜
町
が
あ
っ
た
込
め
、
こ
の
方
を
木
，
薪
保
荒
町

一州
主
建
部
氏
の
問
問
先
で
あ
ら
う
と
し
て
ゐ
る
。
今
は

一
と
呼
ん
だ
と
い
ふ
。
冗
文
十
年
の
九
十
践
者
樫
上
限

日
本
武
翁
と
し
、
明
治
イ
年
枇
隙
朽
敗
し
た
か
ら
、

一
に
、
木
，
新
保
新
制
と
見
え
、
此
の
外
元
締
・亭
保
頃

似
に
之
を
本
批
の
相
山
間
と
し
た
。

の

記

録

に

も

木

，

新

保

新

町

と

見

え

る

。

荒

町
は
新

ij 
-同

ア
ラ
ヤ

一一荒
屋

河
北
郡
弁
上
庄
に
図
す
る
邸
世間

で
、
金
市
新
保
に
近
い
。
明
治
中
に
至
っ
て
新
保
荒

屋
と
改
め
た
。

ア
ラ
ヤ

荒
屋

ア
ラ
ヤ

荒
屋

ア
ラ
ヤ
カ
シ
ハ
ノ

に
臨
す
る
部
前
。

ア
ラ
ヤ
ガ
ハ

荒
屋
川

訓
代

1
0
 

ア
ラ
ヤ
シ
キ
一
一
荒
屋
監
加
賀
務
の
老
医
長
氏
の

家
士
の
阿
佐
し
た
地
域
で
、
石
川
郡
民
間
に
在
。
、

或
は
新
家
中
と
も
呼
ん
だ
。
寛
文
十

一
年
長
氏
は
能

且
官
邸
島
宇
都
の
領
地
を
召
上
げ
ら
れ
た
の
で
、
家
士

等
悉
〈
金
川
仰
に
修
位
す
る
こ
と
に
な
り
、
従
来
の
下

屋
敷
が
狭
隆
を
感
ず
る
に
京
っ
た
料
品
、
市
田
凶
附
の
村

地
を
街
地
と
し
て
そ
こ
に
民
住
さ
せ
た
も
の
で
あ

る
。
放
に
延
到
の
地
脳
に
は
長
九
郎
左
衛
門
的削
地
と

な
っ
て
ゐ
る
。
明
治
の
後
金
探
に
邸
ゼ
し
め
、
大
附

阿
と
改
め
た
。

ア
ラ
ヤ
ノ
ザ
プ
ロ
ザ
エ
モ
ン

荒
屋
の
三
郎
左
衛

門

風
車
柑
荒
屋
村
の
百
姓
で
あ
っ
た
。
前
川
利
家

m
羽
咋
郡
子
浦
の
う
ち
の
小
手。

周
羽
咋
郡
間
野
方
郷
に
闘
す
る
鵠

荒
屋

能
楽
部
徳
久
の
う
ち
の
小
字。

ア
ラ
ヤ

荒
屋

石
川
郡
林
棚
田
に
あ
る
部
務
。
宮

地
論
に
、
槻
締
近
江
守
は
入
畿
の
時
よ
り
也
僚
政
親

の
近
管
に
召
使
は
れ
守
荒
屋
村
を
給
は
っ
た
と
担
さ

れ
て
底
る
。
天
正
十

一
年
四
且
盟
医
努
吉
の
制
札
に

石
川
郡
新
や
村
と
あ
る
の
も
是
で
あ
ら
う
。

ア
ラ
ヤ

一荒屋

河
北
郡
弁
上
庄
に
関
す
る
部
都

で
、
竹
田
仙
の
聞
に
近
い
。
源
平
時
間
袋
記
縛
永
二
年
に
、

『
加
賀
凶
弁
家
・津
諸
多
・荒
井
云
々
ま
で
述
た
り
。』

と
あ
っ
て
、
こ
与
に
い
ふ
荒
井
は
荒
屋
だ
ら
う
。
明

治
中
に
至
。
東
東
屋
と
改
め
た
。

ア
ラ
ヤ

荒
屋

河
北
郡
井
上
庄
に
屈
す
る
部
釈

で
、
河
北
淘
の
西
岸
に
在
る
。
郡
平
時
間
輯
訳
語
都
永
二

年
の
僚
に、

平
箪
荒
山
に
附
し
た
と
あ
る
は
、
こ
の

荒
屋
の
絞
ら
し
い
。
明
治
申
に
至
り
商
荒
屋
と
改
め

た。

4・

J
カ
タ
ミ
ガ
ハ

荒
屋
稲
野

町
の
窓
で
、
新
に
町
立
し
た
に
よ
る
名
で
あ
ら
う
。

一
訴。

ア
号
、
ミ
コ
ジ
マ

荒
御
子
口同

臥
主
部
の
路
上
に

一

ア
ラ
ヤ

荒
屋

臥
宇
一
樹
木
郷
に
邸
す
る
部
前。

あ
る
七
つ
局
の
一
つ
。
亭
保
の
密
上
に、
『
あ
ら
み
こ

一
長
家
家
的
に
、
『
信
辿
入
代
孫
法
江
守
正
述。

初
任
=

島
、
お
さ
四
寸
間
盤
、
長
さ
百
二
十
間
程
、
幅
一一一イ

一
能
州
斑
犀
b

後
移
=
子
穴
水
域
4

』
と
あ
る
。

五
閉
山
也
。
島
之
内
よ
も
ぎ
・か
や
生
巾
候
。
り
う
品
よ

一

ア
ラ
ヤ

新
屋

鹿
島
部
副
問
保
に
闘
す
る
部

り
海
上
二
十
町
在
。
』
と
見
え
る
。

一
一柄。

ア
ラ
Z
サ
キ
シ
ヤ

荒
御
前
社

l
ア
ラ

プ
ゼ
Y

一

ア
ラ
ヤ

阿
癒
屋
一

加
。
天
明
三
年
出
姿
水
辺

シ
ヤ
荒
御
前
枇
。

一
一
逝
の
際
、

及
び
そ
の
一
胤
忌
の
追
悼
俳
句
を
、
門
下

ア
ラ
ヤ
一
一荒
屋

江
沼
郡
能
美
境
に
邸
す
る
部

一
塁
菊
制
入
水
の
縞
斡
し
た
も
の
で
、
天
明
戊
巾
秩
八

百問。

一
且
江
沼
竹
陪
主
人
「
入
水
〉
の
序
文
、
背
広
、堂
物
赤
の

ア
ラ
ヤ

荒
屋

能
美
郡
徳
橋
掴
に
邸
す
る
部

一
祭
文
、
若
者
入
水
の
弔
辞
等
が
あ
る
。
そ
の
中
物
赤

世間。

一
の
文
に
よ
っ
て
、
遊
水
の
忌
日
が
」1
且
」i
四
日
で
あ

ア
ラ
ヤ

り、

平
年
六
十
六
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
本

街
の
外
泊
は
、
袈
水
の

『
出
迎
う
て
も
つ
け
の
新
平

初
し
ぐ
れ
。
』
か
ら
採
っ
た
も
の
で
あ
る
。
究
政
元
年

十
且
大
阪
河
内
昆
茂
兵
衛

・
一
尽
山
期
金
太
共
街
の
耐
彼

で
あ
る
。

石
川
加
山
ぬ
郷


